
㕥㮵医療⛉学大学 

 

➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦放射⥺技⾡⛉学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ画】2018年度-2020年度 
1.学生および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方法・教授方法の更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨格ヨ㦂の合格率及び入学⪅あたりの合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
4.市民公㛤ㅮ座を㛤催する 

㈐任⪅:放射⥺技⾡⛉学⛉㛗 
分担⪅:武⸨⿱⾰㸦学⛉教務担当㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱ 

方法・教授方法の改善 

 

 

 

 

 

・学生教⫱用に準備された最新医療機器を使い、⮫床現場に則した学
内実⩦を実施し教⫱内容を充実化する。そのために、ィ画ⓗな機器
の更新・⟶理㐠用を⾜う。令和 2年度には、㉸㡢波⨨ 2台と無散
▖║底カメラの更新をィ画している。 

・本学⛉では、全国⣙ 300施タという日本最大つ模の⮫床実⩦指導施
タと㐃携している。学生が希望する地域での㉁の㧗い⮫床実⩦を実
現するとともに、実⩦期㛫中のトラブルを㜵ぐため、改善点として
以下をィ画する。 
① 1.2年向けの「病㝔ぢ学マニュアル」を作成し、全員対㇟のㄝ
明会を㛤催する。 

② 3年時に⮫床実⩦希望施タㄪ査を⾜うとともに教員との協㆟㠃
ㄯ➼を⤒て⮫床実⩦指導施タを仮決定する 

③ 3年学内実⩦において、学内教員により OSCE様の☜ㄆヨ㦂を導
入する。 

④ ⮫床実⩦中、毎日の㐺度な┠標タ定とポジティブフィードバッ
クおよびリフレクションを促す独⮬の「⮫床実⩦ノート㸦ポー
トフォリオ㸧」を作成し、効果ⓗな⤒㦂学⩦を促㐍する。 

⑤ ⮫床実⩦前学内実⩦において、医療安全やデ療放射⥺技師の▱
㆑向上に㈨するㅮ⩏を⾜う。 

・⮫床実⩦報告会を㛤催し、アクティブラーニングを実㊶する。 

㸰. 学⩦支援と向学心の㧗  

 揚 

 

 

 

・1 年次より担任制を導入し、個別㠃ㄯ体制を整えているが、成⦼下
位⪅について、4 月に⾜う㠃ㄯでは学⛉内で情報共有を⾜い、クラ
ス担任のみならず教⛉担当教員からの学⩦支援を実施する。 

・欠席が┠❧つ学生に対して、授業担当教員㸦学⛉教員㸧と担任教員
が情報共有㐃⤡し、学生指導につなげる取り⤌みを⥅⥆する。 

・1 年後期より㛤ㅮされる専㛛基♏⛉┠・専㛛⛉┠において、本学⛉
が┠指す専㛛㈨格㸦デ療放射⥺技師国家ヨ㦂、➨一✀放射⥺取扱主
任⪅㸧の取得を意㆑したㅮ⩏を⾜う。 
・ガイダンス時に学生に「カリキュラムマップ」に成⦼をグ㘓する
よう指導するとともに、㠃ㄯ➼で担任が☜ㄆを⾜い、学⩦支援を
⾜う。 



㕥㮵医療⛉学大学 

 

㸱. 合格率及び入学⪅あた

りの合格率の┠標タ定と

その㐩成に向けた教⫱指

導 

 

 

・国家ヨ㦂合格率の┠標値は 95㸣、入学⪅あたりの合格率は 75㸣。 
・入学⪅あたり合格率の┠標を㐩成するため、特に国家ヨ㦂対㇟⛉┠
の授業において早くから意㆑付けをし、学⩦意欲を向上させる。 
・国家ヨ㦂合格率の┠標を㐩成するために㸲年㐍⣭時にデ療放射⥺技
師免チを有している教員が中心となって、国家ヨ㦂対⟇を⾜いその情
報を共有し、思いやりある姿勢で教⫱指導を⾜う。┠標を㐩成するた
め以下をィ画する。 
① 学⛉内に国家ヨ㦂対⟇委員会をタ⨨し、毎月会㆟を㛤催する。 
② 4年後期、㐌一日、国ヨ対⟇ㅮ⩏を㛤ㅮする。 
③ 年 8回、学内模擬ヨ㦂を実施する㸦学内教員が問㢟作成し、ヨ㦂

後に対⟇ㅮ⩏を㛤催する㸧。 
④ 模擬ヨ㦂後の担任個人㠃ㄯを実施し、生活状況の改善や国家ヨ㦂

学⩦支援㸦個人指導㸧を⾜う。 
⑤ 模擬ヨ㦂成⦼不振⪅の保ㆤ⪅へ成⦼㏻▱を⾜う。 
⑥ 成⦼不振⪅に対し、模擬ヨ㦂⤊了後、学生⮬㌟が作成したゎㄝ書

をクラス担任が☜ㄆし教⫱指導する。 
⑦ 㐣年度 4年生に対し、特別留年支援制度を活用して、成⦼の振る

わなかった⛉┠の⧞り㏉し履修と国ヨ対⟇模擬ヨ㦂を⾜う。 
⑧ 㐣年度 4年生に対して、教員居室の㏆くでの⮬⩦室をタ定すると

ともに、担任は担当学生の学⩦㐍捗状況を㠃ㄯまたは SUMS-POに
より把握する。国家ヨ㦂対⟇会㆟にて指導状況を共有し、学⩦支
援を促す。 

・10月以㝆模擬ヨ㦂や 9月以㝆国家ヨ㦂対⟇ㅮ⩏㸦放射⥺⛉学特ㄽ㸧
では、座席を模擬ヨ㦂成⦼㡰㸦成⦼下位⪅から㡰に前方㸧に指定席
をタ定する。 

4.市民公㛤ㅮ座を㛤催する 新型コロナウイルス感染症拡大㜵止のため㛤催しない 

 



㕥㮵医療⛉学大学 

 

➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦医療栄㣴学⛉・⟶理栄㣴学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ画】2018年度-2020年度 
1.医療栄㣴学⛉内専攻合同演⩦授業の構⠏ 
2.学生および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方法・教授方法の更なる改善 
3.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
4.各㈨格ヨ㦂の合格率及び入学⪅あたりの合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
5.市民公㛤ㅮ座の実施 

㈐任⪅:医療栄㣴学⛉㛗 
分担⪅:⟶理栄㣴学専攻㛗、三浦俊宏㸦⟶理栄㣴学専攻教務委員㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

㸯.⮫床検査学専攻との合

同演⩦授業の構⠏ 

1. 本学科䛜管理栄養学専攻䛸臨床検査学専攻䛛䜙䛺䜛特徴䜢生䛛䛧䚸
両専攻学生䛾相互理解䜢深䜑䛶将来䛾医療人䛸䛧䛶䛾見識䜢広䜑䜛
試䜏䜢進䜑䜛䚹管理栄養士䛸臨床検査技師䛜共䛻参加䛩䜛䝏䞊䝮医
療䛷䛒䜛栄養䝃䝫䞊䝖䝏䞊䝮䠄NST䠅等䜢題材䛻䛧䛶䚸両専攻䛾学生䛜
参加䛧䛯演習授業䜢䚸木曜日䠍限䛾活用等䛻䜘䜚実施䛩䜛䚹 

 
2.学⛉内の二専攻学生の┦互交流を活発にするため、様々な交歓会
を企画する。 

 
3.学⛉内の両専攻学生が、┦互に他の専攻の授業を⫈ㅮすることを
可⬟としたが㑅択した学生がなかったことについてのアンケート
⤖果を分析し、実施方法と内容改善を両専攻で検ウする。 

 

㸰.学生および保ㆤ⪅の期

待に応えるための教⫱内

容の充実と教⫱方法・教授

方法の更なる改善 

1.学生の学年㐍⾜に応じた学⩦のアウトカムを☜ㄆするために、ア
チーブメントテストを 3年生から㡰次導入し、その活用を図る。 
3年生学生対㇟の上グアチーブメントテストを⥲合演⩦ IIの単位
ㄆ定に含めることとし、学生の学修⩦熟度をホ価する指標にする。 

 
2.実⩦ヨ㦂の導入と拡大 
実⩦の効果をより可ど化し㐺正なホ価を⾜うために、実⩦のホ価
法としてレポートによるだけでなく、実⩦ヨ㦂を実施するように
してきた。この方向性を⥅⥆拡大し、学生の⮬主ⓗ学⩦態度の涵
㣴に務める。 

 
3. IR室との㐃携を基♏にして、学生の教⫱および生活の問㢟点をゎ
析し、そのゎ決を図るための検ウ㈨料とする。 

 
4.“教⫱の㉁保ド委員会”をタ⨨して教員がシラバスに沿った教⫱
を㐍めていることをホ価☜ㄆし、必せに応じて助ゝする体制☜❧
をめざす。 
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5.学⛉内に教務委員会を❧ち上げているので、問㢟点を両専攻の枠
を㉸えて協㆟する体制をより充実させる。 

 

㸱.効果ⓗな学⩦支援と向

学心の㧗揚への取り⤌み 

 

1.学生の将来のキャリアプランニング充実を┠ⓗとして、卒業生を
含む学内外の人を招き、モチベーション向上につながるような授
業形式の懇ヰ会㸭セミナーをィ画する。 

 
2.早期導入教⫱の充実 

1年生底力教⫱を利用して、⟶理栄㣴学専攻の❧案に基づいて病㝔

や⚟♴施タでの⟶理栄㣴士の仕事をぢ学する機会は新型コロナウ

イルス問㢟で状況がぢ㏻せないが、正つㄢ⛬内㸭外での機会をタ

けて早期の段㝵から学生の向学心㧗揚を┠指す。 

 

3.リメディアル教⫱の実効性向上 
受㦂⪅数減少が㐍み、入学⪅の学力レベル低下が懸念されるため
リメディアル教⫱の充実は喫⥭のㄢ㢟である。しかし新型コロナ
ウイルス問㢟でリメディアル教⫱は困㞴であるので、学年担任教
員は個人㠃ㄯを㏻じて学力に問㢟がある学生を把握して個別の学
⩦指導も⾜なってモチベーションを⥔持させるように指導する。 
 

4.グループワークやアクティブラーニングなどをカリキュラムに導 
入して、学生が┦互に学⩦することで向学心㧗揚につながるよう 
な機会を作る。 
 

5.国家ヨ㦂対⟇学⩦支援の充実 
国家ヨ㦂対⟇の柱となる模擬ヨ㦂の⤖果を常時モニターし、新型
コロナウイルス感染流⾜という困㞴な環境下でも教員は 4年生学
生とのコンタクトを取り、学生の学⩦環境☜保に努める。また、
成⦼不振⪅には⿵ㅮや個別指導、及び保ㆤ⪅を交えた㠃ㄯなどを
⾜い、従来から㐍めてきた学生個々に応じた指導をきめ⣽かく⥅
⥆する。 
 

㸲.各㈨格ヨ㦂の合格率及

び入学⪅あたりの合格率

の┠標タ定とその㐩成に

向けた教⫱指導 

 

1.2020年度の⟶理栄㣴士国家ヨ㦂合格率の┠標は 100%とする。また、
㐍㊰変更学生を㝖いた入学⪅あたりの合格率 90㸣を┠標とする。 
 

2.カリキュラムとして 4年生前期の⥲合演⩦ II、及び医療栄㣴学特
別演⩦で指導を⾜う。 

  
3. 3年生以下の学生も国家ヨ㦂問㢟に接する機会が持てるようにし
て卒業までに求められる学⩦のアウトカムを早い段㝵から具体ⓗ
に意㆑させる。3年生にも模擬ヨ㦂受㦂を可⬟にするように指導す
る。 

 

㸳.市民公㛤ㅮ座の実施 

 

⮫床検査学専攻と㐃携して、健康と栄㣴についての理ゎを広げるた
めに市民公㛤ㅮ座を企画する。 
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➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦医療栄㣴学⛉・⮫床検査学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 

 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 

【基本方㔪:2】 

 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

【中期ィ画】2018年度-2020年度 

1. ⟶理栄㣴学専攻と⮫床検査学専攻の合同演⩦授業の構⠏ 

2. 学生および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方法・教授方法の更なる改善  

3. 効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 

4. 各㈨格ヨ㦂の合格率及び入学⪅あたりの合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

5. 市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅:医療栄㣴学⛉㛗㸭⮫床検査学専攻㛗 

分担⪅:吉子健一㸦⮫床検査学専攻教務委員㸧 

事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

㸯. ⟶理栄㣴学専攻との合

同授業の構⠏ 

䠍䠊管理栄養学専攻䛸臨床検査学専攻䛛䜙䛺䜛特徴䜢生䛛䛧䛯䚸両専攻学
生䞉教員䛻䜘䜛合同演習授業䛾構築 

 
x 栄養指導䠅 

管理栄養学専攻 4年生䛜臨床検査学専攻 3年生䛻対䛧栄養指導䜢
第 2⁻2期同様䛻実施䛩䜛事䛜䚸新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇感染症発生䛾䛯䜑
困難䛷䛒䜛䚹䜘䛳䛶䚸被検者䛷䛒䛳䛯臨床検査学専攻現䠐年生䜈䛾䜰
䞁䜿䞊䝖調査䛾実施䛺䛹䛻䜘䜚䚸第 2⁻2期䛾成果䜢詳細䛻検討䛧䚸実施
方法䛺䛹䜢改善䛩䜛䚹 

x 検査説明䠅 
上記䛾栄養指導䛻䛚䛡䜛検討結果䜢参考䛻䚸臨床検査学専 4年生

䛜管理栄養学専攻䠏年生䛻検査説明䜢行䛖演習䛾具体的実施計画䜢
作成䛩䜛䚹 

 
䠎䠊学科内䛾二専攻学生䛾相互交流䛾活性化 

x 学生主導䛷両専攻学生䞉教員䛾交歓会䜢企画䛩䜛䚹 
 
䠏䠊両専攻学生䛜相互䛻他䛾専攻䛾授業䜢聴講䛩䜛制度 

x 第 2⁻2期䛷䛿両専攻共䛻受講者䛜䛺䛛䛳䛯䛣䛸䜢受䛡䛶行䛺䛳䛯䜰䞁
䜿䞊䝖調査䛾分析結果䜢基䛻䚸実施形態䛾改善䜢行䛖䚹 

㸰. 学生および保ㆤ⪅の期

待に応えるための教⫱内容

の充実と教⫱方法・教授方

法の更なる改善 

 

䠍䠊 䜰䝏䞊䝤䝯䞁䝖䝔䝇䝖䠄学習達成度確認試験䠅䛾充実 

x 䜰䝏䞊䝤䝯䞁䝖䝔䝇䝖䠄学習達成度確認試験䠅䜢 3年生後期䛾䜺䜲䝎䞁

䝇䛷実施䛧䚸䛭䛾成績䜢臨床検査医学演習䠄R-CPC䜢含䜐䠅䛾成績

評価䛻反映䛥䛫䚸取䜚組䜐意欲䜢高䜑䜛䚹 

x 2年次生䜈䛾実施䛻向䛡䛶具体的䛻検討䛩䜛䚹 

 
䠎䠊 IR分析結果䛾教育改革䞉改善䛻向䛡䛯利用 

x 教育䛾質保証委員会䛾 IR委員䛸 LMS委員䜢中心䛻䚸IR推進室䛸䛾

連携䜢深䜑䚸第 2-2期䛻引䛝継䛔䛶䚸教育方法䛾改革䞉改善䛻向䛡
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䛯 IR䛾利用䛻䛴䛔䛶検討䜢行䛖䚹 

 

䠏䠊 再生医療技術学䛸同実習䛾充実 
x 2019年度䜘䜚新䛯䛻始䜎䛳䛯再生医療技術学䠄䠏年次䠅䛻関䛧䚸授業

評価等䜢基䛻実施方法䜢改善䛧䛩䜛䛸共䛻䚸再生医療技術学実習䠄䠐

年次䠅䜢実施䛩䜛䚹 

 
䠐䠊 臨床検査䛸臨床病態䛸䛾関連性䛻関䛩䜛教育䛾充実 

x 3年生後期始䜑行䛺䛖䜰䝏䞊䝤䝯䞁䝖䝔䝇䝖䛾成績䜢臨床検査医学演

習䠄R-CPC䜢含䜐䠅䛾成績評価䛻加䛘䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸基礎学力䜢高䜑䚸

本授業䛾質䛾向上䜢図䜛䚹 

x 䠍䠊䛾項䛾䛂両専攻学生䞉教員䛻䜘䜛合同演習授業䛃䛾実施䛻向䛡䛶䚸
䛂病態䞉検査䛾分䛛䜚易䛔説明䛾仕方䛾修得方法䛻䛴䛔䛶検討䜢行

䛖䚹 

 
䠑䠊 新規臨床検査学教育䝁䜰䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛻向䛡䛯教育改革 

x 現時点䛷公表䛥䜜䛶䛔䜛䠎䠌䠎䠎年䠐月䛾入学生䛛䜙適用䛥䜜䜛䝁䜰䜹
䝸䜻䝳䝷䝮䠄案䠅䜢基䛻䚸現在䛾教育内容䜢全体的䛻検証䛩䜛䚹 

x 第2⁻2期䛻引䛝続䛝臨床実習前教育䛾体制作䜚䜢進䜑䜛䚹 

 
䠒䠊 学科教務委員会 

x 第2-2期䛻引䛝続䛝䚸専攻䛾教育䛾質保証委員会䛿設置䠄案䠅䛻基䛵

䛟活動䜢行䛖䚹学科教務委員会䛷䛿関連䛩䜛課題䛻䛴䛔䛶専攻䜢超

䛘䛶共有䛧䛺䛜䜙解決䜢図䜛䚹 

㸱.効果ⓗな学⩦支援と向

学心の㧗揚への取り⤌み 

䠍䠊 早期臨床体験実習 

x 1年前期䛾医療人底力実践䠄基礎Ⅰ䠅䛾病院見学䛜新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹

䝇感染症発生䛾䛯䜑実施䛷䛝䛺䛔䛾䛷䚸OB䞉OG 䛸䛾意見交換䛾場

䜢設䛡臨床検査技師䛸䛧䛶䛾将来像䜢䜲䝯䞊䝆䛥䛫䜛䚹䛥䜙䛻学内䛷

䛾模擬実習䜢䛻䛴䛔䛶検討䛩䜛䚹 

 

䠎䠊 䜻䝱䝸䜰䝥䝷䞁䝙䞁䜾授業䛾構築 

x 木曜日䠍限等䜢利用䛩䜛䚸学内䛾教員䜔外部講師䠄各種現場䛷働䛟

臨床検査技師䛺䛹䠅䛻䜘䜛講演䜢中心䛸䛧䛯䚸䜻䝱䝸䜰䝥䝷䞁䝙䞁䜾授

業䛾構築䛻䛴䛔䛶具体的䛺検討䜢行䛖䚹 

 

䠏䠊 成績不振者䛻対䛩䜛面談 

x 第 2-2 期䛻引䛝継䛝䚸䠍䡚䠏年䛾後期終了時䛻成績不振者䛻対䛧䚸䠎

者䛺䛔䛧䠏者面談行䜢行䚸IR 推進室䛾分析報告䜢活用䛧䛶䚸目的意

識䞉学習意欲䜢高䜑䜛䛸共䛻䚸学習方法䛾指導䞉支援䜢行䛖䚹 

 

䠐䠊 学会参加 

x 第 2-䠎期䛻引䛝継䛝䚸䠏年生後期䛾臨床検査医学演習䛾授業䛻三重

県医学検査学会䛾参加䜢組䜏入䜜䛶䚸向学心䜢高䜑䜛䚹 

x 新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇感染症発生䛾䛯䜑開催䛥䜜䛺䛔場合䛿䚸学内䛷

䛾疑似体験䜢検討䛩䜛䚹 

㸲㸬各㈨格ヨ㦂の合格率及

び入学⪅あたりの合格率の

┠標タ定とその㐩成に向け

䠍䠊 国家試験䛾現役受験者䛾合格率 

臨床検査技師国家試験䛾現役受験者䛾合格率目標値䜢 100䠂䛻䚸

入学者䠄進路変更䜢除䛟䠅䛒䛯䜚䛾合格率目標値䜢 90䠂䛻設定䛧䚸以

下䛾取䜚組䜏䜢行䛖䚹 



㕥㮵医療⛉学大学 

 

た教⫱指導 

 

x 成績不振䛾学生䛻対䛧䛶䛿䚸補講䜔面談䛸䛔䛳䛯人手䛻䜘䜛手厚䛔

䜿䜰䜢行䛔䚸䝰䝏䝧䞊䝅䝵䞁䜢含䜑䛶成績䛾向上䜢図䜛䚹 

x 䜎䛯䚸定期試験䜔模試結果䛾詳細䛺分析結果䛻基䛵䛝䚸全教科䛻共

通䛩䜛効果的䛺教育法䜢構築䛩䜛䚹 

x 成績中位以上䛾学生䛻対䛧䛶䛿䚸覚䛘䛯知識䜢䜰䜴䝖䝥䝑䝖䛩䜛訓練

䜢行䛖䝒䞊䝹䛸䛧䛶䚸e 䝷䞊䝙䞁䜾䝅䝇䝔䝮䛾構築䜢進䜑䜛䚹 

 

㸳㸬市民公㛤ㅮ座の㛤催 x 管理栄養学専攻䛸連携䛧䛶䚸健康䛸栄養䛻䛴䛔䛶䛾理解䜢広䛢䜛䛯
䜑䛻市民公開講座䜢実施䛩䜛䚹 

x 新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇感染症発生䛾䛯䜑開催䛷䛝䛺䛔場合䛿䚸次年度
䛻向䛡䚸䜘䜚良䛔企画䛸䛺䜛䜘䛖䛻検討䛩䜛䚹 

 

 

  



㕥㮵医療⛉学大学 

 

➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦リハビリテーション学⛉・理学療法学専攻㸭理学療法学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ画】2018年度-2020年度 
1.学生および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方法・教授方法の更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨格ヨ㦂の合格率及び入学⪅あたりの合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

4.市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅:理学療法学⛉㛗/理学療法学専攻㛗 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方

法・教授方法の改善 

 

・新型コロナウイルス感染症の流⾜に伴う学内実⩦⛉┠、⮫床実⩦⛉
┠の教⫱の㉁低下への対応 

 
・指定つ則改定に対応する⮫床実⩦カリキュラムの準備 

㸰. 学⩦支援と向学心の㧗

揚 

・新型コロナウイルス感染症の流⾜に伴う⮬宅学⩦中の学生に対する
基♏専㛛⛉┠の e-learningソフトウェアを活用した学⩦支援 

 
・⮬⢔期㛫後、初年次教⫱における㞀害⪅、家族のㄯヰ⫈ㅮによる動
機付けを図る。 

㸱. 合格率及び入学⪅あた

りの合格率の┠標タ定とそ

の㐩成に向けた教⫱指導 

・国家ヨ㦂合格率の┠標値は 95㸣、入学⪅あたりの合格率は 80㸣と
する。 

 
・定期ⓗな模ヨの実施と成⦼不Ⰻ⪅に対するフィードバックにより㸪
学生⮬㌟に国家ヨ㦂合格に必せな⬟力と現状のギャップをㄆ㆑さ
せる。成⦼不Ⰻ⪅の多くは学⩦ィ画㸪実⾜㸪振り㏉り㸪再ィ画の㐣
⛬全てが不十分なため㸪全ての㐣⛬で助ゝ㸪指導する。 

4.市民公㛤ㅮ座の㛤催 ・♫会㈉献の一環として市民公㛤ㅮ座を㛤催する。 
・テーマは「こどものスポーツとケガの予㜵」など、地域住民の暮ら
しと健康に㛵㐃したものとする。 

 
 

 
  



㕥㮵医療⛉学大学 

 

➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦リハビリテーション学⛉・作業療法学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ画】2018年度-2020年度 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方法の充実 

2㸬専㛛⫋としての動機付けと向学心の㧗揚 

3㸬⮫床実⩦のための準備と⮫床実⩦指導⪅の⫱成 

4㸬市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅:リハビリテーション学⛉㛗 
分担⪅:作業療法学専攻㛗 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方

法の充実 

 

䞉基礎専門科目䠄解剖学䠈生理学䠈運動学䠅䛾到達目標䜢明示䛧䠈年度末
䛻業者䛾䠏科目䛾模試䜢試行䛧䠈䠍年生䛻䛿授業䛾学習䛾到達䝺䝧䝹䛾
確認䠈䠎年生䛻䛿学習䛾進行度合䛔䜢確認䛥䛫䜛䚹  

 
䞉䠐年間䛾系統䛰䛳䛯䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛸各学年䛷䛾到達目標䜢学年䛤䛸䛻䝩䞊
䝮䝹䞊䝮䛷確認䛥䛫䜛䚹 
 

   䞉䠎年生䛻䛿䠈昨年度䛾䠏科目䛾国家試験䛾模試䛾成績䜢参考䛻䛧䛶䠈䜾
䝹䞊䝥分䛡䜢行䛔䠈䛭䜜䛮䜜䛻特別講義䜢行䛔䠈国家試験䛾学習䛩䜛
機会䜢設䛡䜛䚹 

2。専㛛⫋としての動機付け

と向学心の㧗揚 

 

䞉䜸䞊䝥䞁䜻䝱䞁䝟䝇䠈特別講師䛾接待等䛻学生䜢参加䛥䛫䠈今後学䜆䜉
䛝専門分野䠈䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁䜈䛾理解䜢深䜑䛥䛫䜛䚹䛣䜜䜙䛾機会䜢
通䛧䛶教員䛻協力䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䠈学生䛾専攻䛻対䛩䜛帰属意識䜢喚起
䛥䛫䜛䚹 

 
䞉大学祭䛾専攻企画䜢学生䛻自主的䛻考案䛥䛫䠈大学祭䜢通䛧䛶作業療
法䛾啓蒙活動䜢行䛘䜛䜘䛖䛻援助䛩䜛䚹 

 
・㸯年生の学生と㸰年生の学生との交流会を企画し㸪学校生活および
専㛛⫋の⪃え方を㸰年生から㸯年生に指導させ㸪㸯年生の向学心の⫱
成㸪㸰年生の専㛛▱㆑の再☜ㄆに努める。 

3. ⮫床実⩦のための準備

と⮫床実⩦指導⪅の⫱成 

 

䞉 䠎年生䛻臨床実習䛾手引䛝䜢通䛧䛶臨床実習䛾䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛧䠈
臨床実習Ⅰ䠄見学実習䠅䛾準備䜢行䛖䚹 

 
䞉 䠍年生䛻䛿臨床実習䛾構成䛸心䛜䛡䛻䛴䛔䛶䝩䞊䝮䝹䞊䝮䛻䛶指導䛩
䜛䚹 
 
䞉昨年度䛸同様䠈臨床実習指導者講習会䜢三重県士会䛸協力䛧䛶開催䛧䠈
臨床実習指導者䜢育成䛩䜛䚹 
 
䞉学生䛻対䛧䛶臨床実習䛾準備䜢学生生活䛾中䛷実践䛷䛝䜛䜘䛖䛻指導䛩
䜛䚹 



㕥㮵医療⛉学大学 

 

4.市民公㛤ㅮ座の㛤催 䞉市民公開講座䛿昨年度作業療法学専攻䛜担当䛧䛯䛾䛷䠈今年度䛿理学

療法学専攻䛻䛚願䛔䛧䠈作業療法学専攻䛿来年度䛾開催䛻向䛡䛶䛾準

備䜢䛩䜛䚹 

 



㕥㮵医療⛉学大学 

 

➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦医療⚟♴学⛉・医療⚟♴学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ画】2018年度-2020年度 
1.実㊶力を備えたソーシャルワーカー㣴成のための教⫱内容の充実と教⫱方法の更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨格ヨ㦂の合格率及び入学⪅あたりの合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

  4.市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅:医療⚟♴学⛉㛗㸭医療⚟♴学専攻㛗 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

㸯. 教⫱内容の充実と教⫱

方法の更なる改善 

 

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䠄医療䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䚸精神科䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹
䞊䚸䝇䜽䞊䝹䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䚸䝁䝭䝳䝙䝔䜱䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䚸地域包括
支援䝉䞁䝍䞊䜔行政機関䛾䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䠅䛸䛧䛶活動䛩䜛人材䜢育成
䛩䜛䛯䜑以下䛾䛣䛸䛻取䜚組䜐䚹 
䐟悪性新生物等䚸難病䚸認知症䚸各種䛾疾患䚸身体障害䞉知的障害䞉精神
障害䜢抱䛘䜛当事者䜔家族䜢䛿䛨䜑䚸地域䛾生活困窮者䜔社会的䛻
孤立䛧䛶䛔䜛人䚻䜢支援䛩䜛䛯䜑䚸䜰䝉䝇䝯䞁䝖䛛䜙䝰䝙䝍䝸䞁䜾䛻至䜛
一連䛾相談援助䝥䝻䝉䝇䜢理解䛧 PDCA䝃䜲䜽䝹䛻即䛧䛶実践䛷䛝䜛䜘
䛖䛻䚸支援䛻関䜟䜛講義科目䛸演習科目䛾連携䜢強化䛩䜛䛣䛸䜢䛸䛚䛧
䛶䚸知識䛸技術䛾一体化䜢図䜛䚹 

 
䐠地域社会䛸䛾䛴䛺䛜䜚䜢重視䛧䚸地域包括䜿䜰䝉䞁䝍䞊䚸日本䛶䜣䛛䜣
協会三重県支部䚸日本䝟䞊䜻䞁䝋䞁病友䛾会三重県支部等䛾当事者
会䚸桜䛾森白子䝩䞊䝮䛺䛹䛾社会福祉施設䛻䛚䛡䜛䝪䝷䞁䝔䜱䜰活動
等䜢通䛧䛶䚸当事者䛜抱䛘䜛福祉䝙䞊䝈䜢適切䛻理解䛩䜛能力䜢育
䜏䚸地域福祉計画䜔高齢者䞉障害者䞉児童䛺䛹䛾各分野䛾福祉計画䛾
立案䛚䜘䜃評価䛻参画䛩䜛䛺䛹䛧䛶䚸福祉実践䛾現場䛸学問䛸䛜融合
䛧䛯環境䛷䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽䛾展開䜢学䜆䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹 

 
䐡多様性䜢携䛘䜛当事者䞉利用者䞉患者䛻対䛧䛶䚸適切䛺䜰䝉䝇䝯䞁䝖力䛸
実践的䛺䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝖力䜢身䛻付䛡䛯䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䛸䛧䛶䛾資
質䜢高䜑䜛䛯䜑䛻䚸䝻䞊䝹䝥䝺䜲䞁䜾䛺䛹䜰䜽䝔䜱䝤䝷䞊䝙䞁䜾䜢可能䛺
限䜚授業䛻取䜚入䜜䜛䚹個䚻䛾学生䛻䛸䛳䛶䚸理解可能䛺授業関係資料
䜢準備䛩䜛䛣䛸䜢心䛜䛡䜛䛸䛸䜒䛻䚸学生䛾到達度䛻応䛨䛯学習方法䜢
指導䛩䜛䛺䛹䚸䛝䜑細䜔䛛䛺対応䜢心䛜䛡䜛䚹 

 
䐢医療福祉現場䛾具体的䛺事例䛾検討䚸䝊䝭単位䛷䛾䜾䝹䞊䝥学習䚸学
外学習䚸社会貢献活動䛺䛹䜘䜚䚸学生䛾興味䛾幅䜢広䛢䜛䛸䛸䜒䛻主体
的䛺取䜚組䜏䛸行動力䜢養䛖䚹 

 
䐣障害学生䛻対䛩䜛教育環境䛾改善䛻積極的䛻取䜚組䜏䚸共生社会䛾
実現䛻貢献䛷䛝䜛䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䛾養成䜢目指䛩䚹 

 



㕥㮵医療⛉学大学 

 

㸰. 効果ⓗな学⩦支援と向

学心の㧗揚への取り⤌み 

 

学生間䛾学力䛾格差䜢縮䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸学習進度䛚䜘䜃理解力䛻応䛨䛯丁 
寧䛺学習支援䜢目指䛧以下䛾䛣䛸䛻取䜚組䜐䚹 
䐟国家資格䛾国家試験指定科目䛻関䛧䛶䚸講義科目䛻䛴䛔䛶䛿䝔䜻䝇䝖
䛸参考文献䜢用䛔䛯予習䞉復習䜢推奨䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸演習科目䛻䛴䛔䛶
䛿振䜚返䜚䛾復習䜢強化䛩䜛䚹 

 
䐠卒業生䜔社会人䛷実際䛾医療福祉現場䛷活躍䛩䜛䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹
䞊䛾講義䜔䚸福祉施設䞉社会福祉協議会䛷䛾相談援助実習䜔䝣䜱䞊䝹
䝗䝽䞊䜽䜢通䛧䛶䚸䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜽䛻対䛩䜛関心䜢引䛝出䛧䚸䛷䛝䜛限䜚
早䛔時期䛛䜙対人援助職䛾䜲䝯䞊䝆化䜢図䜛䚹 

 
䐡専門職団体䠄社会福祉士会䞉精神保健福祉士協会䞉医療䝋䞊䝅䝱䝹䝽
䞊䜹䞊協会等䠅䛸䛾関䜟䜚䜢深䜑䚸多様化䛧変化䛧䛶䛔䛟福祉䝙䞊䝈䜢
䛔䛱早䛟把握䛧対応䛧䛶䛔䛟䛒䜛䜉䛝䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䛾姿䜢学䜉䜛䜘
䛖䛻䛩䜛䚹 

 
䐢地域䛻䛚䛡䜛引䛝䛣䜒䜚䚸自死䚸貧困䜔権利侵害䜔虐待等䛻対䛩䜛敏
感䛺感覚䜢養䛔䚸䝪䝷䞁䝔䜱䜰䜔䜲䞁䝣䜷䞊䝬䝹䝃䞊䝡䝇䛺䛹䜢䝛䝑䝖䝽
䞊䜽化䛧䛶䛔䛟体験䜢増䜔䛩䚹 

 

䐣ICT 䛾活用䜔学生䛸䛾個別面談䛻䜘䜚䚸学習方法䛾相談䛻応䛨就学上
䛾課題解決䛻取䜚組䜐䛸䛸䜒䛻䚸成績䛾伸䜃悩䜏䜢抱䛘䜛学生䛻䛴䛔
䛶䛿学習意欲䛾向上䛻䜐䛡䛶保護者䛸䛾連携䞉調整䜢強化䛩䜛䚹 

 

㸱. 合格率及び入学⪅あた

りの合格率の┠標タ定とそ

の㐩成に向けた教⫱指導 

本学科卒業䛾第 1 期生䛛䜙 13 期生䜎䛷䛾 13 年間䛾社会福祉士国家試
験䛾平均合格率䛿 59.1䠂䠄全国 18.8䡚30.6䠂䠅䚸精神保健福祉士䛿本学
79.8䠂䠄全国 56.9䡚63.3䠂䠅䛷䛒䜚䚸全国的䛻䜒高水準䛾合格率䛸䛺䛳䛶䛔
䜛䚹今後䜒䛣䛾水準䜢維持䛩䜛䛯䜑以下䛾䛣䛸䛻取䜚組䜐䚹 
䐟社会福祉士国家試験合格率䛾目標値䜢 70䠂䚸精神保健福祉士合格率
䛾目標値䜢 90䠂䛸䛩䜛䚹 

 

䐠入学者䛒䛯䜚䛾社会福祉士䛾合格者䜢 40䠂䚸精神保健福祉士䛾合格
者䜢 20䠂䛸䛩䜛䚹 

 

䐡全国䝺䝧䝹䛾模擬試験䛸学内䛷䛾模擬試験䚸3 年次䛛䜙䚸年間䛚䛚䜐
䛽 10 回実施䛧䚸䛭䛾結果䜢䝕䞊䝍化䛧個別面談䛻䛚䛔䛶学習成果䛾
確認䛻活䛛䛩䚹 

 

䐢学内教員全員䛷国家試験対策講座䜢分担䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸東京䜰䜹䝕䝭 
  䞊䛻䜘䜛補習講座䜢 4年次䛻実施䛩䜛䚹成績䛾低迷䛧䛶䛔䜛学生䛻䛿䚸
個別䛾学習支援䜢行䛖䚹 

 

 䐣学生䛾到達状況䛻䛴䛔䛶保護者䜈通知䛧䚸到達度䛜低䛟学習意欲䛾 
乏䛧䛔者䛻䛿三者面談䜢実施䛩䜛䛺䛹䚸保護者䛾協力䜢要請䛩䜛䚹 

 

䐤学生䛾自主的䛺国家試験䛾過去問題䜈䛾取䜚組䜏䜢促䛩䛸䛸䜒䛻䚸日

頃䛛䜙指定科目䛾授業䜢䛧䛳䛛䜚䛸学習䛧幅広䛔知識䛾獲得䛻務䜑䜛

䜘䛖䛻絶䛘䛪働䛝䛛䛡䛶䛔䛟䚹 

 



㕥㮵医療⛉学大学 

 

㸲. 市民公㛤ㅮ座の㛤催 䐟学科䠄医療福祉学専攻䠅䛜主催䛩䜛市民公開講座䛻多数䛾学生䛾出席

䜢促䛩䛸䛸䜒䛻䚸医療䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䚸精神保健福祉士䛿䛨䜑現場

䝋䞊䝅䝱䝹䝽䞊䜹䞊䚸地域住民䜢招待䛧䚸学内外䛾交流䛾場䛸䛩䜛䚹䛺

䛚䚸公開講座䛾講師䛻䛿䚸身体障害者䚸知的障害者䚸精神障害者䚸高

齢者䚸児童䚸引䛝䛣䜒䜚䚸不登校䛺䛹䚸䛔䜟䜖䜛䛂社会的弱者䛃䜢支援䛩

䜛支援者䜢招䛟䜘䛖計画立案䛩䜛䚹 

  䛺䛚䚸今年度䛿昨年度コロナウイルスの影㡪で延期となった戴伸

峰ㅮ師㸦台湾国❧中正大学教授㸧㸦「犯⨥と㐓⬺の心理学㸸台湾の現

状と展望」㸧に市民公㛤ㅮ座を担当していただく予定である。 

 

 



㕥㮵医療⛉学大学 

 

➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦医療⚟♴学⛉・⮫床心理学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ画】2018年度-2020年度 
1.学㒊教⫱と大学㝔教⫱の㐃携による学㒊教⫱の㨩力づくり 

  2.大学㝔教⫱及びこころの┦ㄯセンターの地域㈉献を充実させる 

3.市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅: 医療⚟♴学⛉㛗 
分担⪅: ⮫床心理学専攻㛗 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

1.学㒊教⫱と大学㝔教⫱の

㐃携による学㒊教⫱の㨩力

づくり。 

 

①公認心理師䞉臨床心理士養成䜢主䛸䛧䛯本専攻䛷䛿䚸臨床実践䛻適䛳
䛯援助姿勢䛸技法䜢身䛻䛴䛡䜛䛣䛸䛸䚸䛭䛾䝞䝑䜽䝪䞊䞁䛸䛺䜛様䚻䛺理論
䜢学䜆䛣䛸䛷䛩䚹䛭䛧䛶䚸䛣䛾䛣䛸䛜䚸臨床心理学専攻䛾特色䛷䛒䜚䚸魅力
䛵䛟䜚䛻繋䛜䜚䜎䛩䚹 
 
②学部段階䛷䛿䚸当事者䛾生物䞉心理䞉社会的視点䛛䜙理解䛩䜛䛯䜑䛾理
論䜢学䜃䚸学部段階䛷身䛻䛴䛡䜛䜉䛝実践能力䜢身䛻䛴䛡䜛必要䛜䛒䜚䜎
䛩䚹実践力䛾基礎䛸䛺䜛知識䠈技術䛾獲得䛸支援者䛸䛧䛶䜅䛥䜟䛧䛔資質
䛾向上䜢重視䛧䠈大学院進学䛾目安䜢学生䛜具体的䛻認識䛷䛝䜛䜘䛖䛻指
援助䛧䜎䛩䚹䜎䛯卒業後䛩䛠䛻大学院䛻進学䛧䛺䛔学生䛜䠈学部教育䛷学
䜣䛰䛣䛸䜢活䛛䛧䛶就職䛩䜛道筋䜢具体的䛻描䛟䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛧䛶䛔䛝
䜎䛩䚹公認心理師試験䜢意識䛧䛯講義䜢行䛖䛸共䛻䚸教員各自䛜担当䛩䜛
科目内容䜢実践䛻則䛧䛯䜒䛾䛻䛧䛶䛔䛝䜎䛩䚹 
 

③公認心理師国家試験䜔臨床心理士試験䛻䛚䛔䛶䚸大学院生䚸学部生
䛻䜘䜛縦䛾勉強会䛷䛒䜛䝃䜲䝁䝻䜽䝷䝤䜢発足䛥䛫䜎䛧䛯䚹䝃䜲䝁䝻䜽䝷䝤䛿
2019年度䛻䚸全体会議䛷䠍回䚸各䜾䝹䞊䝥䛷䛿䚸延䜉約 10回開催䛥䜜䜎
䛧䛯䚹今年度䛿䚸COVID-19䛾感染予防䛻注意䜢払䛔䛺䛜䜙順次開催䛧䛶
䛔䛟予定䛷䛩䚹 

 
 

2.大学㝔教⫱及びこころの

┦ㄯセンター➼の地域㈉献

を充実させる 

 

 

 

①修士論文䛾作成䛻䛴䛝䜎䛧䛶䛿䚸䛭䜜䛮䜜䛾論文䛾内容䛻即䛧䛯臨床
経験䛾豊䛛䛺教員䛜指導䛧䚸引䛝続䛝質䛾高䛔修士論文䜢完成䛥䛫䜛䛣䛸
䛜䛷䛝䜛䜘䛖指導䛧䛶䛔䛝䜎䛩䚹 
 
②大学院生䛿䚸修士課程修了時䛻䛿䚸外部専門相談機関䛻䛚䛔䛶䚸専門
職員䛸䛧䛶充分䛻実践可能䛺能力䜢獲得䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛜重要䛺目標䛻䛺䜚
䜎䛩䚸教員䛿彼䜙䛾実践力䜢向上䛥䛫䜛䛯䜑䛾䝇䞊䝟䞊䝡䝆䝵䞁䜢行䛖䛣䛸
䛻䛺䜚䜎䛩䚹 

 
③大学院修士䠎年生䛿䛣䛣䜝䛾相談䝉䞁䝍䞊䛻䛚䛡䜛䠍年間䛾実践䛾学䜃
䛻䜘䜚䚸実践力䛾力䛜向上䛧䚸指導教員䛾䝇䞊䝟䞊䝡䝆䝵䞁䛾䜒䛸䛷䚸各自
䛷䜽䝷䜲䜶䞁䝖䜢担当䛧䚸䜹䜴䞁䝉䝸䞁䜾䜢実施䛩䜛予定䛷䛩䚹䛯䛰 2020年



㕥㮵医療⛉学大学 

 

䛿 COVID-19䛾感染拡大䛾䛯䜑䚸䜹䜴䞁䝉䝸䞁䜾䛾実践䛜䠐䛛月以上中断
䜢余儀䛺䛟䛥䜜䜎䛧䛯䛜䚸2020年䠓月中旬䜘䜚䜹䜴䞁䝉䝸䞁䜾䜢実施䛩䜛予定
䛷䛩䚹2020年度䛻䛚䛔䛶䛿䠈COVID-19䛾感染䜢予防䛧䛺䛜䜙䛣䛣䜝䛾相
談䝉䞁䝍䞊䜢運営䛩䜛䛸䛔䛖新䛯䛺試䜏䜢検討䛧䚸実行䛩䜛䛣䛸䛜課題䛸䛺
䛳䛶䛔䜎䛩䚹 
 

④COVID-19䛾感染拡大䛻䜘䜛䛣䛣䜝䛾相談䝉䞁䝍䞊䛾一時活動停止䛿

䛒䜚䜎䛧䛯䛜䚸地域連携䞉貢献䛻䛴䛔䛶䚸本学䛣䛣䜝䛾相談䝉䞁䝍䞊䛜重要

䛺役割䜢䛣䜜䛛䜙䜒果䛯䛩䛣䛸䛿十分䛻可能䛷䛒䜚䚸相談依頼件数䜒高䛔

水準䛷続䛔䛶䛔䜎䛩䚹鈴鹿市䜔亀山市䛺䛹䚸近隣䛾教育委員会䛛䜙䛾研

修依頼䛻䜒応䛨䛶䛚䜚䚸地域連携䜢尊重䛧䛯地道䛺活動䜢続䛡䜎䛩䚹 

 

⑤本学大学院䛾修了生䛜䛣䛣䜝䛾相談䝉䞁䝍䞊䛷䛾研修䜔䜹䜴䞁䝉䝸䞁䜾

䜢継続䛧䛶行䛖䛣䛸䛾䛷䛝䜛研修員制度䜒 2020年度䛛䜙始䜎䛳䛶䛚䜚䚸今後

䛾地域貢献䛻役立䛴䛸期待䛥䜜䜎䛩䚹 

 

⑥本学䛾附属施設䛷䛒䜛䚸䛣䛣䜝䛾䜽䝸䝙䝑䜽䛷䛿䚸医療機関䛸䛧䛶䛾診療

継続䛾必要性䜘䜚䚸COVID-19䛾感染流行中䜒感染予防䛻最大限䛾留意

䜢䛧䛺䛜䜙診療䜢続䛡䛶䛔䜎䛩䛜䚸受診患者数䛿開院以来増䛘続䛡䛶䛔䜎

䛩䚹䛣䛾䛣䛸䜒地域貢献䛻䛴䛺䛜䛳䛶䛔䜎䛩䚹䛣䛣䜝䛾䜽䝸䝙䝑䜽䛷䜒大学院

生䛿研修䛧䛶䛚䜚䚸䛣䛣䜝䛾䜽䝸䝙䝑䜽䜒本学䛻䛚䛡䜛臨床実践力䛾向上䛻

寄与䛧䛶䛔䜎䛩䚹 

3.市民公㛤ㅮ座の㛤催 2020年度䛻䛚䛔䛶䛿䠈COVID-19䛾感染予防䛾䛯䜑自粛䛩䜛予定䛷䛩䚹 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



㕥㮵医療⛉学大学 

 

➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦㙀灸サイエンス学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ画】2018年度-2020年度 
1.学生および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方法・教授方法の更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨格ヨ㦂の合格率及び入学⪅あたりの合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導  
4.市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅:㙀灸サイエンス学⛉㛗 
分担⪅:㧘木久代、浦田⦾、斉⸨宗則、廖 世新、㕥木 ⪽、本田㐩朗、水㔝海㦐、張 文平、㛗
岡伸征、㧘木 健、瀧本未来 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

㸯. 教⫱内容の充実と教⫱

方法・教授方法の改善 

㸯 授業を含む教⫱活動のオンライン化の構⠏ 
新型コロナウイルス感染症の影㡪により平⣲の教⫱活動が不可 

⬟となり、オンライン化が実施されているが、対㠃授業のような傾
⫈や⩦熟度を☜ㄆしながらの授業の実現には工夫をせする。実技・
実⩦⛉┠においては更なる工夫がせ求される。各教員が⩦得させる
べき事㡯を再☜ㄆし、最大㝈の創意工夫をもって対処する。 
 
㸰 キャリア教⫱の充実 
①専㛛教⫱「㙀灸へのㄏい」により、㙀灸師の⫋業ほや将来像涵㣴
を┠標として教授する。 
②キャリア教⫱ㅮ演を年 1回㛤催する。 
③キャリアプランを作成させ、個人㠃ㄯでの助ゝ・指導に活かす。
㸦2㹼4年生㸧。 
 
㸱 㙀灸スポーツトレーナー学専攻における教⫱内容の充実  
スポーツトレーナー学および㈨格ヨ㦂の▱㆑と技⾡をアウトプ 

ットするフィールドワークを実施する。施タおよび実施内容を検 
ウ。 

㸰. 学⩦支援と向学心の㧗

揚 

㸯 個人㠃ㄯ 
学⩦の状態を⣽かく⫈取して改善法をぢつけ出し、反復して㠃ㄯ

することによってその実⾜を促す。常に情報を収㞟しながら学生と
のコミュニケーションを欠かさないようにする。 
 
㸰 意欲向上・交流促㐍のためのプログラムをィ画 
㏻年で㛤催している球技大会、取✰大会を含め、新型コロナウイ

ルス感染症がⴠち╔いた㡭をぢィらって実施を検ウ。 
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㸱. 合格率及び入学⪅あた

りの合格率の┠標タ定とそ

の㐩成に向けた教⫱指導 

㸯 ┠標 
  受㦂⪅あたりの合格率 100㸣、 
  入学⪅あたりの合格率 75㸣を┠標とする。 
 
㸰 指導内容 
教員が、学生全員を合格に導く熱意と気概を持ち、下グ指導を徹 

底する。 
①1年次より国家ヨ㦂への危機感を㧗め、出㢟傾向を意㆑した授 
業を実施する。 
②㛵㐃⛉┠の期末ヨ㦂は、国ヨ㐣去問㢟とオリジナル問㢟でホ価す
る。 
③対⟇授業の指導を強化し、せ点文㞟を段㝵ⓗに暗グさせ、全て暗
グするまで☜ㄆヨ㦂を⧞り㏉す。 
④成⦼不振⪅を月 1回の模擬ヨ㦂の⤖果から抽出し、対⟇授業とは
別に⿵ㅮを実施する。⿵ㅮでは毎回、ㄢ㢟を暗グさせ、口㢌ヨ問に
よりアウトプットさせる。これを反復学⩦することにより、⩦慣と
▱㆑を定╔させる。 
⑤モチベーション⥔持・向上のために、定期ヨ㦂後や⿵⩦⤊了後に
個別㠃ㄯを⾜い、学生を叱咤激励しながら国家ヨ㦂まで一⥴に取り
⤌む。 

㸲. 市民公㛤ㅮ座 新型コロナウイルス感染症の影㡪により㛤催しない。 
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➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦⮫床工学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ画】2018年度-2020年度 
1.学生および♫会の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方法・教授方法の更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨格ヨ㦂の合格率及び入学⪅あたりの合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
4.市民公㛤ㅮ座の実施 

5.学生☜保の取り⤌み 

㈐任⪅:⮫床工学⛉㛗 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱  

 方法・教授方法の改善 

 

䐟大学新入時䛻Early exposure䜢行䛔䚸初年次教育䛾充実䜢図䜛䚹 
 
䐠臨床工学科教育䛾質保証委員会䜢活用䛧䚸䜹䝸䜻䝳䝷䝮等䛻䛴䛔䛶検
討䛩䜛䚹 

 
䐡4年前期䞉後期䛻開講䛥䜜䜛学科全教員䛻䜘䜛国家試験対策䛸䛧䛶䛾特
別演習科目䛾充実䜢図䜛䚹 

 
䐢演習䞉実習科目䛻䛚䛔䛶䝹䞊䝤䝸䝑䜽䜢評価尺度䛸䛧䛶用䛔䚸総合評価
䛻反映䛥䛫䜛䚹 

 
䐣学修䝃䝫䞊䝖䝅䝇䝔䝮䛾教員活用䜢進䜑䜛䚹 

 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

 

䐟GPA 䛻基䛵䛝学習指導計画䜢図䜛䛸共䛻 GPA 上位学生䛾進路䜢含䜑
䛯早期活動䛾促進䜢図䜛䚹 

 
䐠学生䜈䛾䝪䝷䞁䝔䜱䜰活動情報䜢提供䛧䚸自治体䛜行䛖䜲䝧䞁䝖䜈参加䞉
協力䠄展示等䠅䜢促䛩䚹 

 
䐡欠席䛾多䛔学生䛻対䛧䛶䚸担任䛛䜙早期䛻連絡䜢取䜚状況䜢把握䛩䜛䚹 
 
䐢大学祭䛻䛚䛡䜛学科発表䛾支援強化䜢行䛖䚹 

 

3㸬合格率及び入学⪅あたり

の合格率の┠標タ定とその

㐩成に向けた教⫱指導 

 

䐟新卒学生䛾 100%合格䜢目指䛧䚸入学者䛒䛯䜚䛾合格率䛾目標設定䛸䛧
䛶 90%䜢目指䛩䚹 

 
䐠合格䝷䜲䞁䜈䛾到達䛻向䛡䚸GPA及䜃模擬試験䛻䜘䜛䜽䝷䝇別編成䜢行
䛔䚸前期䜘䜚䚸自習䛾義務付䛡並䜃䛻国家試験対策補講出席䜢促䛩䚹 

 
䐡各䜽䝷䝇別学生䛾進度䛻対応䛧䛯国試対策䜔学修䝃䝫䞊䝖䜢行䛖䚹 
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䐢国試頻出問題䛾䝫䜲䞁䝖䜢指導䚸必須基本問題䜢繰䜚返䛧行䛖䚹 
 
䐣各教員䛜国家試験䛾専門分野䛻精通䛧䚸国試全体䜒把握䛧䛶䛔䜛䚹 
 
䐤国家試験䝃䝫䞊䝖䝋䝣䝖䜴䜵䜰䛾教員活用䜢進䜑䜛䚹 
 
䐥国家試験全国統一模擬試験䛾 3 年次䛛䜙䛾受験䜢促䛧䚸早期䜘䜚国家
試験䜈䛾意識䜢高䜑䜛䚹 
 

4. 市民公㛤ㅮ座の実施 䐟新型コロナウイルス感染症拡大㜵止のため未定であるが、㛤催が可

⬟な場合は、医学䞉工学䞉生体医工学䞉臨床工学等䛻関䛩䜛市民公開

講座䜢行䛖䚹 

5.学生☜保の取り⤌み 

 

䐟䜸䞊䝥䞁䜻䝱䞁䝟䝇䛷䛾在校生䛾参加䜢䛩䛩䜑䚸本学科䝟䞁䝣䝺䝑䝖䛾
配布及䜃臨床工学技士業務䛻䛴䛔䛶䛾䠠䠲䠠䜔頒布品䛾配布䜢行䛖䛸
䛸䜒䛻来場者䜈䛾説明等䜢行䛖䚹 

 
䐠高校䜈䛾出張授業䜔大学紹介及䜃臨床工学技士紹介䜲䝧䞁䝖䜈䛾参
加䜢䛩䛩䜑䜛䚹 

 
䐡3 年次䜘䜚就職䜺䜲䝎䞁䝇䜔各種対策講座䜈䛾参加䜢促䛧就職活動䜢
進䜑䜛䚹 
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➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦医用情報工学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ画】2018-2020年度 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方法・教授方法の改善 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

3㸬合格率及び入学⪅あたりの合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

4㸬市民公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅:医用情報工学⛉㛗 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方 

法・教授方法の改善 

 

 

 

■ 医療健康データサイエンス学⛉に㛵して 

1. 改⤌後に発㊊する医療健康データサイエンス学⛉の㛤始に向け
て、新学⛉で㛤ㅮする全⛉┠の教⫱内容とそのレベルに㛵して、

教員㛫での意㆑のすり合わせ作業を⾜う。 

2. 人材⫱成┠標、教⫱方法などについては㧗校生に周▱する。 

■ 現学⛉に㛵して 

1. 医療健康データサイエンス学⛉は、現学⛉を包含したより大きな
学⛉であり、教⫱内容の変更は時代の流れに沿って現学⛉での教

⫱についても対応すべきものである。上グ 1の㆟ㄽを㏻じて、現

在の⛉┠内容をぢ┤し、時代のニーズにより㐺した形に改める。 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

 

 

 

 

 

■ 医療健康䝕䞊䝍䝃䜲䜶䞁䝇学科䛻関䛧䛶 

1. 新䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾設計段階䛷䚸学生䛻夢䜢持䛯䛫䚸䛭䛧䛶育䜐䛣䛸䜢目

的䛸䛧䛯企画䜢䛔䛟䛴䛛䛾科目䛾中䛻組䜏込䜣䛷䛔䜛䚹䛭䜜䜢成功裏

䛻動䛟䜘䛖䛻䚸内容䛾精緻化䜢図䜛䚹 

■ 現学科䛻関䛧䛶 

1. 少人数教育䜢継続䛩䜛䚹 

2. 資格取得䛺䛹䚸目的意識䜢持䛯䛫䛯教育䜢継続䛥䛫䜛䚹 

3㸬合格率及び入学⪅あたり

の合格率の┠標タ定とそ

の㐩成に向けた教⫱指導 

 

 

 

 

 

 

■ 医療健康データサイエンス学⛉に㛵して 
1. 新学⛉にとっての合格率とは、入ヨでの受㦂倍率を意味する。 
2. 新学⛉が成功するか否かは、初年度の倍率がいかに㧗いかにかか

っている。㧗校生にとって㨩力ⓗで将来性のある学⛉であるかを

アピールするのに役❧つ全ての戦⾡をヨみる。 
■ 現学⛉に㛵して 
1. 現学⛉での合格率とは、各✀㈨格ヨ㦂の合格率である。 

㈨格ヨ㦂⛉┠の┠ⓗを、「㈨格に㛵㐃した内容を教⫱する」から

「㈨格を取得する」としたことにより学生の┠ⓗ意㆑に変化が現

れ、ITバスボートやデ療情報⟶理士の㈨格ヨ㦂の受㦂⪅数並び
に合格数に改善がみられる。他大学と比㍑して⮬慢できるほど㧗
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い数値┠標を掲げられる状態ではないが、学生への動機づけと意

㆑改㠉の努力を⥅⥆する。 

4㸬市民公㛤ㅮ座の㛤催 1. 医療健康データサイエンス学⛉がㄆ可された時点で、データサイ
エンスに㛵して市民公㛤ㅮ座を㛤催する。 
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➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦⸆学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ画】2018年度-2020年度 
1.教⫱内容の充実と教⫱方法・教授方法の更なる改善と国ヨ合格率の改善 
2.学生支援体制を強化する 
3.◊✲活動に㛵する中期┠標を定め、特Ⰽをもつ◊✲を㐍める 
4.市民公㛤ㅮ座を㛤ㅮし、♫会㈉献をおこなう 

㈐任⪅:⸆学⛉㛗 
分担⪅:す田圭吾㸦学生㒊委員会㸧、㣤田㟹彦㸦教務㒊委員会㸧、三㍯㧗市㸦国ヨ委員会㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

㸯. 教⫱内容の充実と教⫱

方法・教授方法の更なる改

善と国ヨ合格率の改善 

低学年䛛䜙高学年䜎䛷䛾学部学生䛻対䛩䜛教育体制䜢充実䛩䜛䛣䛸䛻䜘

䜚䚸個䚻䛾学生䛾学力䜢向上䛥䛫䚸薬剤師国家試験䛾高䛔合格率䜢目指

䛩䚹 

䞉薬学教育䝉䞁䝍䞊䛾機能䜢向上䛥䛫䚸全学年䜈䛾䝸䝯䝕䜱䜰䝹教育䠄成績

不振学生䜈䛾支援䠅䜢強化䛧䛶䚸薬剤師国家試験合格䜈䛸䛴䛺䛢䜛䚹 

 

䞉教務部委員会䛻䛚䛔䛶䚸本年度䛾新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇䛾感染䛻対䛩䜛授

業䜹䝸䜻䝳䝷䝮䜢現行䛾䜒䛾䛛䜙䛾組䜏直䛧䜒含䜑䛶対策䛩䜛䚹 

 

䞉薬剤師国家試験䛾評価䜢対入学者合格率䛸䛧䛶䛭䛾値䜢向上䛥䛫䜛䛣䛸

䜢優先的䛺目標䛸䛩䜛䚹 

 

㸰. 学生支援体制を強化す
る 

学習活動支援䛾充実 

新設䛩䜛薬学教育䝉䞁䝍䞊䚸国家試験䞉CBT対策委員会䚸学生部委員会䚸

教務部委員会䛾協力䛾下䛷䚸留年生䚸学業成績不振学生䚸卒業延期学生

䜈䛾支援強化䜢行䛖䚹 

 

䝸䝯䝕䜱䜰䝹教育䛾実施 

新入学生䛻対䛩䜛䚸䝸䝯䝕䜱䜰䝹教育䜢学科独自䛷行䛖䚹䛭䛾際䛻䛿ESS教

育䝅䝇䝔䝮䜢効果的䛻利用䛧䚸3年次䜎䛷䛻全学生䛜学習䛻利用䛷䛝䜛䜘䛖

䛻䛩䜛䚹 

 

学習環境䛾整備 

新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇䛾問題䜢踏䜎䛘䛯上䛷䚸自習室䛾開放䛸䜸䝣䜱䝇䜰䝽䞊

䛾設定䛾回復䜢行䛖䚹 

 

学生䛾学習意欲低下䛾予防䞉改善䜈䛾取組 

新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇䛾感染䛾問題䛷䚸新入生䛾䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䜢始䜑䚸

䜺䜲䝎䞁䝇䛜充分䛻行䜟䜜䛶䛔䛺䛔状況䛷䛒䜛䚹学生䛸䛾交流䛜不足䛧䛶

䛔䜛部分䜢䚸学生䞉保護者䜈䛾手紙䜔遠隔通信䜒含䜑䛯面談䛺䛹䜢行䛔䚸
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䛧䛳䛛䜚䛸補完䛧䛶䛔䛟䚹 

 

担任制度䛾充実 

担任面談䜢定期的䛻行䛖䚹䜎䛯䚸担任䜢介䛧䛯学生䛚䜘䜃保護者䛛䜙䛾意

見集約䜢行䛖䚹 

 

学年主任制度䛾導入 
担任制度䜢䜘䜚充実䛥䛫䜛䛯䜑䛻䚸学年主任䜢設䛡䚸学科長䛜学生䛾状況
把握䛧䜔䛩䛟䚸学生䜈䛾介入䛜䛧䜔䛩䛔環境䜢作䜛䚹 
 
就職支援活動䛾充実 
新型䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇䛾感染䛾問題䛾䛯䜑䛻䚸学生䛾就職䛻䛿不利䛺状態 
䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛜䚸積極的䛻䜲䞁䝍䞊䝅䝑䝥䛾案内䚸就職䛻関䛩䜛情報提供 
䛺䛹䛾就職支援䜢行䛖䚹 

 

㸱. ◊✲活動に㛵する中期
┠標を定め、特Ⰽをもつ◊

✲を㐍める 

䞉科学研究費助成事業䛻継続的䛻申請䛧䚸選定䛥䜜䛯先進的䛺研究課題

䛻積極的䛻取䜚組䜏䚸䛭䛾成果䜢社会䛻還元䛩䜛䝃䜲䜽䝹䜢有効䛻機能䛥

䛫䜛䚹 

 

㸲.市民公㛤ㅮ座を㛤ㅮし、

♫会㈉献をおこなう 

市民公開講座䜔䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖䜢通䛨䛶䚸薬学䞉医学䛻関䛩䜛知識䜔情報

䜢広䛟一般䛾方䚻䛻提供䛩䜛䛣䛸䛷社会貢献䜢行䛖䚹 
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➨㸰㸫㸱期の活動ィ画 

 

㔜点分㔝 12㸸各学⛉教⫱の特Ⰽ㸦┳ㆤ学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の特Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格率の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ画】2018年度-2020年度 
㸯㸬2020年度入学定員 100名および新カリキュラム導入のための準備をするとともに、教⫱内容
の充実と教⫱方法➼の改善をはかる。 

㸰㸬将来の専㛛⫋⪅としての向学心を⫱成する。 
㸱㸬┳ㆤ師・保健師国家ヨ㦂合格率の向上とその㐩成に向けた教⫱指導の充実をはかる。 
㸲㸬地域の人々が⮬分らしく生活することを┠指して、市民公㛤ㅮ座を㛤催する。 

㈐任⪅:┳ㆤ学⛉㛗 
分担⪅:中井三智子㸦教務委員㛗㸧、江口⚽子㸦学生委員㛗㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸰㸮年度活動ィ画 

対応する中期ィ画㡯┠ 活動ィ画内容 

㸯. 2020 年度入学定員 100

名および新カリキュラム導

入のための準備をするとと

もに、教⫱内容の充実と教

⫱方法➼の改善をはかる。 

①2020年度入学定員 100名になるに当たり、三㔜┴を⥙⨶した⮫地実
⩦が㐺切に実施できる施タ➼を☜保するための準備をするとともに、
⮫地実⩦を㏻して地域性や文化ⓗ⫼景、個人の価値ほをふまえた┳ㆤ
実㊶力を⫱成する。 
 ◆2021年度 2年次基♏┳ㆤ学実⩦施タの準備をする。 
 ◆㸯年次┳ㆤ体㦂実⩦、2年次基♏┳ㆤ学実⩦、3・4年次各┳ㆤ学
⮫地実⩦、4 年次⤫合実⩦について、病㝔・施タ㛵係⪅と㐃携し、
実⩦┠ⓗ・┠標に照らし合わせた実⩦を⾜い、┳ㆤ実㊶力を⫱成す
る。 

 
②これまでの教⫱のㄢ㢟を㋃まえて改正した新カリキュラムのすみ
やかな㐠用を実施する。 
 ◆2020年度入学生㐺用の新カリキュラムについて、決定した㐍⣭基 
準、新旧⛉┠のㄞみ替えや履修登㘓単位数の上㝈を実施する。 

 
③入学定員変更に伴う教⫱環境の整備を⾜う。 
 ◆2020年度入学定員 100名になるに当たり、ㅮ⩏室・実⩦室➼の施
タ・タ備や物品の段㝵ⓗな整備を⾜う。 

 
④2020年度の新カリキュラムを㋃まえ 2022 年度の新カリキュラムの
作成を⾜い、さらなる教⫱内容の充実➼を図る。 
 ◆2022年度新タである地域・在宅┳ㆤㄽと現⾜カリキュラムを⢭査
し、必せな⛉┠及び授業内容を加える準備を⾜う。 

 
⑤COVID-19 の延により前期の多くの授業がオンラインとなった。
アクティブラーニングをより充実させるために、オンライン授業の内
容の充実を図る。 
 ◆オンライン授業の円滑な㐠営を実施する。 
 ◆オンラインでさらに教⫱内容を充実するために、独⮬の映像教 
を作成したり、リアルタイムに学生からのレスポンスを得たりフィ 
ードバックする機⬟を活用する。   

 ◆感染拡大㜵止に㓄慮しつつ、┳ㆤ専㛛⫋として必せな┳ㆤ技⾡の
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⩦得ができるよう、学内演⩦環境の整備、演⩦方法の検ウを⾜い
シミュレーターを効果ⓗに活用する。 

㸰.将来の専㛛⫋⪅として

の向学心を⫱成する。 

①㸯年次の早期に⮫床➼で専㛛の㈨格を持って活㌍する┳ㆤ⫋⪅と
接する機会をつくり、将来のビジョンを描く手がかりとする。 
◆2020 年度医療人底力実㊶基♏Ⅰ学⛉プログラムにおいて企画す
る。       

 
②初期教⫱の一環として接㐝教⫱を取り入れ、専㛛⫋にふさわしい態
度➼を学ぶ機会をつくる。 
 ◆⮫地実⩦┤前のマナーㅮ座を 1㸫3 年生対㇟に実施し、学生の┳
ㆤに対するモチベーションを㧗め、実⩦施タでの┳ㆤ師からの学
生のホ価を⿵完する効果を期待する。 
  2020年度は COVID-19の感染予㜵のため、9月からの⮫地実⩦に
向けての 2年生・3年生対㇟のマナーㅮ座は、8月に WEBで実施予
定である。1年生対㇟のマナーㅮ座については、感染症の拡大状況
を㋃まえて実施方法は検ウ予定である。 

 
③在校生がクラスを㉸えて交流する機会や卒業生との交流の機会を
持ち、クラスや先㍮・後㍮の一体感・㐃帯感を⫱むとともに、4 年㛫
の学修について予測性をもって㐍めることができるようにする。 
 ◆2020年度医療人底力実㊶基♏Ⅰ学⛉プログラムにおいて、オンラ
イン授業にて、㸯年次と 4年次・卒業生が交流する企画を実施する。 

 ◆2020 年度後期ガイダンス⤊了後に「3・4 年生⮫地実⩦➼情報交
換会」を企画し、3 年生と 4 年生がオンラインで交流する機会をつ
くる。 

 
④2020年度から各学年に 3-4名⛬度のクラス委員をおき、クラス委員
が中心となって、学生交流の活発化や学⩦環境充実の問㢟提㉳➼含
め、学生の⮬発性を伸ばす。 

㸱.┳ㆤ師・保健師国家ヨ㦂

合格率の向上とその㐩成に

向けた教⫱指導の充実をは

かる。 

COVID-19の延により対㠃でのセミナーが困㞴な状況であるが、オン
ラインと対㠃セミナーや個別対応を㥑使して 2020 年┳ㆤ師・保健師
合格 100%となった対⟇を今年度もできるだけ実施し、合格率 100%を
┠指す。 
①㸯年次から㸲年次まで、各学年の学修内容にあわせた国家ヨ㦂対⟇
をィ画する。 
◆2020年度 1年生、2年生は、月 1回⛬度のゎ剖生理学、病態治療
の学修会、3年生は前期にオンラインによる外㒊ㅮ師によるゎ剖生
理学・病態治療のセミナー、後期は実⩦のない㐌に実⩦グループご
とに⣙ 4日の⮬己学⩦会、4年生は定期ⓗなセミナーと 11月以㝆ハ
イリスクグループへの毎㐌 2回のセミナーを実施する。 
◆2020年度外㒊ㅮ師によるセミナーを 1年生から段㝵ⓗ、⣔⤫ⓗに
実施し、低学年からの⣔⤫ⓗな▱㆑の修得と学修の促㐍を図るとと
もに、成⦼不振⪅への対応を低学年から⾜う。 
◆4年次模ヨの⤖果から、☜実に国家ヨ㦂に合格できる水準に㐩成
できるよう、11月初め㹼1月末まで少人数のハイリスクグループへ
の学修支援を強化する。保健師国家ヨ㦂対⟇セミナーを実施する。 

 
②国家ヨ㦂対⟇を充実したものとするための予⟬を☜保するととも
に、保健師国家ヨ㦂対⟇の強化を図り、100%の合格率を⥔持する。 
◆2020年度外㒊ㅮ師予⟬を☜保し、国家ヨ㦂対⟇を充実させる。 
◆2020年度保健師国家ヨ㦂模ヨを段㝵ⓗ・定期ⓗに実施し、出㢟の
50㸣を占める保健⤫ィ、疫学、㛵係法つについて、外㒊ㅮ師による
㞟中セミナーを㛤ㅮする。 
 



㕥㮵医療⛉学大学 

 

③学生の⮬己学修時㛫や場所の☜保➼について環境整備をする。 
 ◆2020 年度⮫地実⩦スケジュールをもとに⮬己学修時㛫の☜保時
期を明☜にして学生と共有する。 
◆担任教員による学修状況の☜ㄆと学修指導を⾜う。 
◆⮬己学修スペースとしてゼミ室やㅮ⩏室を☜保し、学修環境を整
える。 
 

④模ヨ成⦼不振⪅への 4年早期からの⣔⤫ⓗな学⩦ィ画と個別対応を
充実する。 
◆模ヨ成⦼不振⪅には、学生委員と担当教員が㐃携し、後期には、
㐌に数回の定期ⓗな㠃ㄯと学⩦指導を実施する。 

㸲㸬地域の人々が⮬分らし

く生活することを┠指し

て、市民公㛤ㅮ座を㛤催す

る。 

①㏆㞄地域在住の一⯡市民を対㇟に、人㛫・環境・健康・┳ㆤに㛵す
るテーマで「市民公㛤ㅮ座」を㛤催する。 
◆2019年度に専任教員か健康と病気の予㜵、家庭の┳ㆤに役❧つ内
容でテーマを募り、企画していたが、今年度は、COVID-19 の流⾜
と延により中止となった。次年度、今年度担当予定教員によるㅮ
座を㛤催する。 

 
 
 


